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平成 24年 6月 12日 

電通総研 『消費気分調査』レポート Vol.14 

 

電通総研では、消費マインドの動向を定点観測する『消費気分調査』レポートを2009年3月以来、四半期

ごとに発表しています。今回はそれに加え、「夏のボーナスの支給予定金額と使い道」、「夏期休暇の日

数と、この夏楽しみにしていること」、「男性のクールビズ許容範囲」、「夏の節電意識」について調査

しました。 

【調査結果サマリー】 

①現在の消費マインド 

●メリハリ消費気分が強まる。前回調査（2012年3月）から4.0ポイント上昇して30.0%に。 

●エリア別の消費気分指数は、北海道を除いた全地域で上昇。 

●今後の暮らし向きが良くなるとする生活者が微増（暮らし向き予報「晴れ」の合計：53.0%、前回52.5%）。 

 

②夏のボーナス支給予定金額と使い道 

●支給予定金額は59.6万円（世帯平均）（昨年比：-1.1万円）。34.1%が満足、44.8%が不満足と回答。 

●消費に対してやや慎重な生活者：ボーナス使途で消費にまわす額は平均15.5万円（昨年比：-0.8万円）、

預貯金にまわす額は27.7万円（昨年比：+1.5万円）。 

●購入検討商品・サービスの第1位は、昨年に引き続き「国内旅行」（30.0%）。第2位に「贅沢な外食/

昨年3位」（11.2%）、第3位に「LED電球/同2位」（7.2%）、第4位「海外旅行/同5位」（6.4%）、 

第5位「ベッドなどに敷く冷却マット/同10位」（4.5%）。 

 

③夏期休暇の日数と、この夏楽しみにしていること 

●夏季休暇は平均5.7日間。72.5%の人が「昨年と変わらない」と回答。 

●夏休みにかける予算の平均額は5.8万円。50代・60代は20代よりも平均で2.6万円高い6.8万円。 

●この夏楽しみにしていること。第1位は「ロンドンオリンピック」（31.3%）、第2位は「花火大会」（30.5%） 

 

④男性のクールビズ許容範囲 

●「半袖Ｙシャツ・ボタンダウンシャツ」、「革製スニーカー」、「ポロシャツ」、「チノパン」は 

60%以上が支持。 

●社内のクールビズスタイルには総じて男性よりも女性の方が寛容。 

●自社社員には寛容だが、訪問客に対しては厳しめの傾向。使い分けが必要なことも。 

 

⑤この夏の節電意識 

●家庭で何らかの節電を実行している人は93.7%。 

●節電方法のトップ3は、順に「照明器具のスイッチをこまめに切る」（65.4%）、「テレビのスイッチを

切る」（64.5%）、「エアコンを控えて扇風機を使用する」（61.7%）。 

●今後の節電の継続意識は89.6%と高い。 
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―――――――――――――――――――【詳細】――――――――――――――――――― 

①現在の消費マインド 

メリハリ消費の傾向強まる。前回（2012年3月）調査から4.0ポイント上昇して30.0%に。 

生活者の支出意識を見ると「メリハリをつけている」が前回調査から4.0ポイント増加して30.0%に。ま

た、「総じて減らしている」は3.1ポイント増の33.7%、「総じて増やしている」は2.3ポイント増の7.5%

となっており、支出をする人、しない人の差がより鮮明になってきた。 

 

【支出意識の推移（全国）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費気分指数は87.3ポイント。前回調査(2012年3月)から1.3ポイント増 

消費気分指数はやや増加し、87.3ポイントとなった（前回調査から1.3ポイント増）。震災以降、横ば

い状態が続いていたが直近半年間は微増傾向となり、徐々にではあるが生活者の消費マインド回復の兆し

がうかがえる。また、消費気分指数をエリア別にみると、前回調査と比べて北海道以外の全地域で指数が

上昇している。 

 

【消費気分指数（全国）】 
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消費気分指数とは・・・ 

消費者の消費マインドを総合的かつ時系列で判断する指標。リーマンショック後の2009年3月より3か月毎に調査。 

以下の 5 つの項目の数値から算出。①支出意識 ②ジャンルごとの支出意識 ③節約意識 ④贅沢意識 ⑤暮らし向き予測 
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【消費気分指数（エリア別）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暮らし向き天気予報：今後の暮らし向きを前向きに捉える生活者が微増。 

3ヵ月後の暮らし向きを天気に例えたところ、「晴れ」と捉える生活者の合計は53.0%となり、震災後最

高スコアをマーク（前回調査：2012年3月は52.5%）。今後の暮らし向きを前向きに捉える生活者が微増し

ている。 

 

【今後の暮らし向き予想】 
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②夏のボーナス支給予定金額と使い道 

支給予定金額（支給額を回答した世帯の平均）は59.6万円（昨年比：－1.1万円）。 

34.1%が満足、44.8%が不満足と回答。 

夏のボーナスの支給予定金額の世帯平均は59.6万円で、昨年よりも1.1万円減少した。「満足」「まあ

満足」計の34.1%に対して、「不満」「やや不満」計は44.8%。20代(52.5万円)の満足度が46.8%と他年代

よりも高いのに対し、50代(75.0万円)の満足度は27.4%となり、他年代よりも低い結果となった。 

 

【ボーナスの金額と満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消費に対してやや慎重な生活者。 

昨年と比べて、消費にまわる金額は微減（-0.8万円）し、預貯金にまわす金額は上昇（+1.5万円）。 

ボーナス支給金額のうち消費にまわると考えられる金額（「日常的な生活費の補填」＋「買い物やレジ

ャー」）は15.5万円で、昨年と比べ0.8万円の減少。「預貯金」に充てる金額は27.7万円（昨年と比べ1.5

万円の増加）となったことから、消費に対してやや慎重な生活者の姿がうかがえる。 

 

【ボーナスの使い道：金額配分】 
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全体 1200 4.0 7.3 24.1 3.4 1.0 3.1 70.3
＜性年代別＞

男性20代 96 10.4 11.5 21.9 3.1 1.0 4.2 43.8
男性30代 131 3.8 6.9 29.8 3.8 1.5 3.8 55.0
男性40代 114 4.4 8.8 21.9 1.8 0.9 2.6 58.8
男性50代 137 2.9 2.9 36.5 1.5 2.2 2.2 67.2

男性60代 111 5.4 8.1 34.2 9.0 1.8 4.5 81.1
女性20代 98 2.0 8.2 26.5 1.0 1.0 3.1 67.3
女性30代 133 2.3 8.3 20.3 3.0 0.8 2.3 72.9
女性40代 115 6.1 6.1 23.5 5.2 0.0 4.3 80.9

女性50代 142 2.8 9.2 17.6 2.8 0.7 2.1 81.7
女性60代 123 1.6 4.1 8.9 3.3 0.0 2.4 87.8 （%）

全体との差分
10%以上 5～10% 5～-5% -5～-10% -10%未満
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購入検討商品・サービスは昨年に引き続き「国内旅行」（30.0%）が1位に。 

ボーナスで購入検討している商品・サービスの第1位は「国内旅行」（30.0%/昨年1位）であった。以下、

第2位に「贅沢な外食」（11.2%/同3位）、第3位「LED電球/同2位」（7.2%）、第4位「海外旅行/同5位」

（6.4%）、第5位「ベッドなどに敷く冷却マット/同10位（4.5%）」と続いた。その他、節電貢献型商品や

低価格ファッション等が目立つ結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③夏期休暇の日数と、この夏楽しみにしていること 

夏季休暇は平均5.7日間（72.5%が「昨年と変わらない」と回答）。 

この夏の休暇日数を聴取したところ、平均5.7日間で、「昨年よりも長い」と答えた比率は9.1%に

留まり、72.5%の人は「昨年と変わらない」と回答した。この夏は昨年にも増してシビアな節電要請

が求められるとみられているが、節電要請による業務時間や期間短縮による夏期休暇の長期化はさ

ほど起こらないと考えられ、大多数の人は昨年と変わらない夏休み期間を過ごすと推測される。 

 

夏期休暇にかける予算は平均5.8万円。 

50代・60代は20代よりも平均で2.6万円高く、特に60代はアクティブに旅行する意向も高い

（54.7%）。 

夏期休暇にかける予算は平均で5.8万円であった。世代別の予算をみると20代が4.2万円で最も低く、

50代・60代が揃って6.8万円と高い数値であった。また、夏期休暇の旅行意向を見ると全体（47.4%）と比

べて60代（54.7）が高い数値を示していることから、国内外を問わずアクティブシニアが積極的に旅行に

出かける夏になりそうだ。 
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この夏楽しみにしていること第1位は「ロンドンオリンピック」(31.3%）。 

キーワードは「お祭り気分」。 

この夏楽しみにしていることを聴取したところ、1位は「ロンドンオリンピック」（31.3%）であった。

2位は僅差で「花火大会」（30.5%）、3位から5位に「夏休みの旅行や行楽」（21.9%）、「夏祭り」（19.7%）、

「里帰り・帰省」（16.4%）がそれぞれ続いた。 

 オリンピックやFIFAワールドカップ最終予選、花火大会、夏祭りなどが上位にランクインした背景とし

て「お祭り気分」の盛り上がりがあるように思われる。節電などの日頃の我慢を解放でき、友人や恋人、

親戚と体験を共有しながら皆で盛り上がることができる「お祭り的な行事やイベント」に人々の関心が高

まっているといえよう。 

  

【この夏楽しみにしていること】 
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④男性のクールビズ許容範囲 

「半袖Ｙシャツ・ボタンダウンシャツ」、「革製スニーカー」、「ポロシャツ」、「チノパン」は60%

以上が支持。社内のクールビズスタイルには総じて男性よりも女性の方が寛容。 

自社でのクールビズスタイル許容度は、高い順に「半袖のワイシャツ・ボタンダウンシャツ」（81.5%）、

「革製のスニーカー」（65.8%）、「ポロシャツ」（65.1%）、「チノパン」（65.0%）、「布地のスニー

カー」（58.1%）であった。一方、「ジーンズ」や「無地Tシャツ」、「サンダル」、「アロハシャツ等の

柄物の開襟シャツ」はいずれも40%以下の許容度であった。また、男女間で許容度の差を見たところ、総

じて女性の方がクールビズスタイルに寛容であることがわかる。女性は「仕事の場でも、節度を保ってフ

ァッションを楽しんでよいのでは」と考えている人が多いと考えられる。 

しかし、昨年の許容度と比較すると「布地のスニーカー」（17.1%減）、「サンダル」（15.7%減）、「ジ

ーンズ」（11.9%減）等の支持率が低下。クールビズとはいえ「ビジネスシーンへのふさわしさ」を無視

することはできないといえよう。 

【クールビズ許容度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クールビズ許容度比較（2011年と2012年）】 
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全体 1200 4.0 7.3 24.1 3.4 1.0 3.1 70.3
＜性年代別＞

男性20代 96 10.4 11.5 21.9 3.1 1.0 4.2 43.8
男性30代 131 3.8 6.9 29.8 3.8 1.5 3.8 55.0
男性40代 114 4.4 8.8 21.9 1.8 0.9 2.6 58.8
男性50代 137 2.9 2.9 36.5 1.5 2.2 2.2 67.2

男性60代 111 5.4 8.1 34.2 9.0 1.8 4.5 81.1
女性20代 98 2.0 8.2 26.5 1.0 1.0 3.1 67.3
女性30代 133 2.3 8.3 20.3 3.0 0.8 2.3 72.9
女性40代 115 6.1 6.1 23.5 5.2 0.0 4.3 80.9

女性50代 142 2.8 9.2 17.6 2.8 0.7 2.1 81.7
女性60代 123 1.6 4.1 8.9 3.3 0.0 2.4 87.8 （%）

全体との差分
10%以上 5～10% 5～-5% -5～-10% -10%未満
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自社社員には寛容だが、訪問客に対しては厳しめの傾向。使い分けが必要なことも。 

「自社の社員」と「訪問客」に対する許容度を比較したところ、「無地Ｔシャツ」（差分8.8%）、「布

地スニーカー」（差分7.8%）、「ポロシャツ」（差分7.4%）などをはじめ、ほとんどの項目において「訪

問客」に対する許容度のほうが低いことがわかった。 

自社でのクールビズスタイルと他社へ訪問するときとでは、うまく使い分けていくことが求められそう

だ。 

 

【クールビズ許容度比較（自社社員と訪問客）】 
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⑤この夏の節電意識 

家庭で節電を実行している人は93.7%。節電方法トップ3は「照明器具のスイッチをこまめに切

る」、「テレビのスイッチを切る」、「エアコンを控えて扇風機を使用する」。 

昨年に比べて、より一層の節電が求められる今夏。家庭で何らかの節電を実践している人は93.7%であ

った。特に女性は節電意識が高く、97.9%にのぼる。 

家庭での具体的な節電方法を聴取したところ、1位「照明器具のスイッチはこまめに切る」（65.4%）、

2位に「必要な時以外はテレビのスイッチを切る」（64.5%）、3位以下に「エアコンの使用を控えて、扇

風機を使用する」（61.7%）、「エアコンの設定温度を上げる」（56.1%）、「必要な時以外はパソコンの

スイッチを切る」（54.8%）と続いた。 

また、今後の節電継続意向がある人は89.6%と高く、78.2%の人が「電力不足問題の動向に関わらず、今

後も節電を意識し生活をしたい」と回答した。生活者意識の根底に「電力事情に左右されない絶対的な節

電意識」が定着したものと考えられる。 

 

【家庭での具体的な節電方法】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総
数

始
業

・
終
業
時

刻
が

１
～

２
時
間
程

早
ま

る

「
サ
マ
ー

タ

イ
ム

制
度

」
の
導
入

土
日

だ
っ

た
休

日
が

平
日

（
勤
務
日

）
に

な
る

「
休
日
シ

フ
ト

制
度

」
の
導
入

「
ク
ー

ル
ビ
ズ

」
も

し
く

は
よ
り
軽

装
の

「
ス
ー

パ
ー

ク
ー

ル

ビ
ズ

」
で
勤
務

在
宅

勤
務
の
導

入

深
夜

勤
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、
深

夜
操

業
の

導
入

所
定

の
休
日
数

の
増

加 家
庭

で
の
こ
ま

め
な

節
電

全体 1200 4.0 7.3 24.1 3.4 1.0 3.1 70.3
＜性年代別＞

男性20代 96 10.4 11.5 21.9 3.1 1.0 4.2 43.8
男性30代 131 3.8 6.9 29.8 3.8 1.5 3.8 55.0
男性40代 114 4.4 8.8 21.9 1.8 0.9 2.6 58.8
男性50代 137 2.9 2.9 36.5 1.5 2.2 2.2 67.2

男性60代 111 5.4 8.1 34.2 9.0 1.8 4.5 81.1
女性20代 98 2.0 8.2 26.5 1.0 1.0 3.1 67.3
女性30代 133 2.3 8.3 20.3 3.0 0.8 2.3 72.9
女性40代 115 6.1 6.1 23.5 5.2 0.0 4.3 80.9

女性50代 142 2.8 9.2 17.6 2.8 0.7 2.1 81.7
女性60代 123 1.6 4.1 8.9 3.3 0.0 2.4 87.8 （%）

全体との差分
10%以上 5～10% 5～-5% -5～-10% -10%未満
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――――――――――――――――――【資料編】――――――――――――――――― 

 

［1］節約意識 

問：あなたは日頃の生活の中で、ちょっとした工夫や知恵を働かせることで、節約をすることを意識していますか。（単数回答） 

日頃の生活の中で節約を、「いつも意識」は33.3%、「ときどき意識」は42.6%、「たまに意識」は

19.2%、「意識しない」は5.0%。2012年3月時点と比べて大きな変化は見られないが、「時々意識し

ている」がやや増加（2.1%）している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[2]贅沢意識 

問：あなたは日頃の節約のことを気にせずに、ちょっと贅沢なお金の使い方をしたことがどの程度ありますか。（単数回答） 

ちょっとした贅沢をすることが、「よくある」5.8%、「ときどきある」27.3%、「たまにある」52.7%、

「ない」14.8%。2012年3月時点よりも「よくある」「ときどきある」「たまにある」の合計は増加

（3.1%）しており、震災後最高数値となっている。 
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29.3 
17.4 13.3 12.5 11.2 8.5 9.2 10.3 12.9 

19.1 15.9 16.3 15.3 17.9 14.8 

39.6 

48.6 
45.4 44.4 46.2 49.1 50.4 44.4 

46.1 

52.1 
49.6 51.5 50.0 

50.7 52.0 

24.4 27.8 
32.7 35.6 33.7 32.8 32.7 37.9 34.3 

25.3 
28.4 27.4 29.8 26.8 27.3 

6.7 6.2 8.6 7.5 8.9 9.6 7.7 7.4 6.7 3.5 6.1 4.8 4.9 4.8 5.8 
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―――――――――――――――――【調査概要】―――――――――――――――――― 

調査対象：全国、20～69歳、男女個人（学生除く）、1,200名 

調査時期：平成24年5月25日（金）～5月27日（日） 

調査手法：電通マクロミル登録パネル（回答者）を用いたPCインターネット調査 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

■このリリースに関する問い合わせ先 

株式会社電通  電通総研  平井、袖川（そでかわ）、大貫（おおぬき）  TEL：03-6216-8458 


